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１ はじめに 

 成牛型牛白血病（以下、牛白血病）の発生頭

数が、全国的に増加傾向にある中１)、当所は牛

白血病対策を推進していくため、平成 24 年度

に管内5放牧場について浸潤状況を調査２)した。 

抽出した保存血清 215 検体を用いて抗体検

査を実施した結果、5 放牧場のうち 4放牧場は

抗体陽性率が 80％前後であったが、A放牧場は

28％であった。このため、抗体陽性率が他放牧

場と比較して低かった A 放牧場を地域のモデ

ルとなるよう、平成 25 年度、牛白血病対策重

点地域に指定し、当該放牧場を利用する農家及

び組合とともに清浄化に向け取組むこととし

た。 

 

２ 放牧場の概要 

 平成 28年度の利用農家戸数は 14 戸、黒毛和

種繁殖雌牛が 230 頭飼養されている。 

放牧場は、公営放牧場で、A、B、C及び Dの

4つ牧区に分かれており、畜産組合が管理して

いる。 

 

 

 

３ 牛白血病発生状況 

 県内の発生頭数は、平成20年以降30～40頭、

管内は 1～5 頭で推移している。当該放牧場を

利用する農家の過去 10 年間の牛白血病発生頭

数は、平成 20 年に１頭、平成 26年 1 頭及び平

成 27 年 2頭計 4頭である。 

 

４ 取組 

（１）抗体保有状況調査 

対策を進めるにあたり、平成 25 年度は、抗

体保有状況を確認するため、繁殖牛全頭の抗体

検査を実施した。 

繁殖牛 269 頭について実施した結果、79 頭

が陽性、抗体陽性率は 29.4％であった。また、

各農家の抗体保有状況は、陽性牛がいない農家

から陽性率が 58％の農家と差が認められた。 

（２）勉強会の開催 

牛白血病対策についての意識向上を目的と

して、平成 25 年 6 月には、農家及び組合を対

象に勉強会を開催し、発生状況、症状、原因、

伝播及び対策等について説明した。 

さらに、平成 26年 1 月、平成 27年 1 月にこ

れまでの検査結果及び対策について繰り返し

説明した(図 1)。 



 

図 1 勉強会 

 

（３）個別指導 

 ア 検査結果の還元 

各農家へは、抗体検査結果を放牧終了後

に、個体毎にわかりやすいよう整理して還

元し、陽性牛を把握して管理するよう指導

した。 

 イ 分離飼育 

平成 26 年度からは、抗体陽性率の高か

った農家に対して重点的に、牛舎が複数あ

る場合は牛舎による分離、牛舎での分離が

困難な場合は、陽性牛と陰性牛の間を 1ｍ

以上空けるよう指導した。また、牛白血病

対策についてのリーフレットを配布し、陽

性牛と陰性牛の間にネットを張る等の分

離飼育の具体的な方法について説明した。 

（４）吸血昆虫対策 

 放牧場における感染防止対策として、吸血昆

虫対策では、アブトラップを県畜産協会家畜生

産農場清浄化支援対策事業により 2台、地区家

畜衛生推進協議会の事業により 2 台を導入し、

放牧場 A～C 牧区の 4 ヵ所に設置した(図 2)。

 

図 2 アブトラップの設置 

 

 また、牛舎には、吸血昆虫の侵入を防止する

ため、モデル農家の牛舎入口や窓に、地区家畜

衛生推進協議会の事業を活用し防虫ネットの

設置を指導、実施し、他農家への普及のため組

合には防虫ネットを配布した(図 3)。 

 

図 3 防虫ネットの設置 

 

（５）平成 26、27 年度陽転状況 

平成 26 年度は、平成 25年 4 月からの陽転状

況を確認するため、平成 26 年 4 月に平成 25 年

度の陰性牛 186 頭の抗体検査を実施した結果、

28 頭が陽性となった。 

同様に平成 27 年 4 月に実施した検査では、

142 頭中 8頭が陽性となった。さらに、越夏に

よる陽転状況を確認するため、11 月に検査を



実施した。この結果、114 頭中 10 頭が陽性と

なり、越夏による陽転率は 8.8％であった(表

1)。 

 

表 1 平成 26・27 年度抗体検査 

 

抗体陽転が確認されたことから、陽転した牛

10 頭の放牧状況を確認した結果、5～7 月に入

牧し、閉牧まで放牧されていた。このうち、5

～6月に入牧した6頭は夏期に放牧場で感染し

た可能性が考えられた(表 2)。 

また、7 月に入牧した 4頭は、アブ等の吸血

昆虫の発生が見られる時期のため、舎飼か放牧

時の感染かは不明と考えられた。 

 

表 2 平成 27 年度陽転牛の放牧状況 

 

 

 

 

（６）分離放牧 

 平成 27年度の結果、開牧から閉牧まで放牧

されていた牛は陽転が認められ、放牧場におけ

る感染が考えられたことから、再度、平成 28

年 1 月の勉強会において感染防止対策として

特に分離放牧について説明を行った。これによ

り、農家及び組合が分離放牧に取組む意欲を示

し、平成 28 年度から分離放牧を開始した。 

分離放牧は、A～D牧区の2牧区を陽性牛群、

2牧区を陰性牛群として実施した。また、アブ

トラップは設置場所を変更し、Aと B 牧区にお

いては、両牧区の間の道路に沿って設置した

(図 4)。 

 

図 4 分離放牧 

 

（７）陰性確認検査 

分離放牧実施後は、牛舎における感染の可能

性が考えられることから、7～9月に入牧した

陰性牛については、陰性確認検査を実施した。

検査は、7～9月に作業の省力化のため衛生検

査時の各 1回採材し、7月 14 頭、8月 7頭、9

月 8頭の計 29 頭について陰性であることを確

認した。 

 

 



（８）平成 28 年度陽転状況 

 分離放牧後の平成 28年 4 月の陰性牛の抗体

検査では、145 頭実施し 1 頭が陽性であった。

さらに、11月には141頭を検査し、5頭が陽性、

陽転率は 3.5％であった。 

11 月の検査において陽転した 5頭の放牧状

況を確認した結果、3頭は 5～7月に退牧、1頭

は 8月に入牧していたことから、夏期に牛舎で

飼養されていた期間が認められた。なお、8月

に入牧した1頭は9月の確認検査では陰性であ

った。また、1 頭は 7 月の入牧時に誤って陽性

牛群の牧区に放牧した牛であった(表 3)。 

 

表 3 平成 28 年度陽転状況 

 

５ 更新シミュレーション 

 平成 28 年度、分離放牧の実施により、陽転

率の低下が認められたことから、平成 29 年度

以降は陽転する牛がいないと仮定し、繁殖牛

230 頭のうち、一年間に 1 割である 14 頭を高

齢かつ陽性牛を優先的に更新した場合、現在い

る陽性牛 90 頭は、5 年後の平成 33 年には 20

頭になるとシミュレーションした。さらに、順

調に更新を進めることができれば 7 年後の平

成 35 年には清浄化できるものと推測された

(図 5)。 

 

図 5 更新シミュレーション 

 

６ まとめ 

 当所では、牛白血病対策を進めていくため、

平成 25 年度、管内放牧場において最も抗体陽

性率の低かった当該放牧場を牛白血病対策重

点地域に指定し対策を行ってきた。 

当該放牧場の利用農家には、牛白血病の浸潤

が認められない、または低い農家が多く、牛白

血病に対する認識が低い農家が認められた。こ

のため、公共放牧場を利用することから、利用

農家及び組合を対象に勉強会を開催し、本病対

策の必要性について意識改革を行った。感染拡

大防止のため、農家へは、検査結果を還元し、

陽性牛群を把握して管理すること、吸血昆虫対

策としては、放牧場にはアブトラップ、牛舎に

は防虫ネットの設置を行った。さらに、平成

28 年度からは分離放牧を開始し、放牧期間中

の感染防止対策に取組んだことにより、越夏後

の陽転は平成 27 年度 114 頭中 10 頭、陽転率

8.8％から、平成 28 年度 141 頭中 5頭、陽転率

3.5％に低下したと考えられた。 

 今後は、放牧場における対策として、分離放

牧及び陰性牛の確認検査を継続し、また、舎飼

時の感染防止対策として防虫ネット及び陽性



牛と陰性牛の分離飼育を強化していきたいと

考えている。さらに、新たな感染防止のため、

導入牛の検査を実施するとともに陽性牛の計

画的な更新を行い、清浄化に向けて取組んでい

きたいと考える。 
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